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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

鹿児島国際航空株式会社所属ベル式２０６Ｂ型ＪＡ９３５４（回転翼航空機）は、 

昭和６３年７月３１日０７時４７分ごろ、薬剤散布中、鹿児島県薩摩郡宮之城町の高 

圧送電線の架空地線（避雷線）に接触して水田に墜落した。

同機には、機長のみが搭乗していたが軽傷を負った。

同機は大破したが、火災は発生しなかった。

１．２　航空事故調査の概要

1.2.1　事故の通知及び調査組織

航空事故調査委員会は、昭和６３年７月３１日、運輸大臣から事故発生の通報を 

受け、当該事故の調査を担当する主管調査官を指名した。

1.2.2　調査の実施時期

昭和６３年７月３１日～８月１日　現場調査



1.2.3　原因関係者からの意見聴取 

意見聴取を行った。

２　認定した事実

２．１　飛行の経過

ＪＡ９３５４は、昭和６３年７月３１日０５時３８分ごろ、機長及び現地関係者１ 

名が搭乗して鹿児島県薩摩郡宮之城町の場外離着陸場を離陸し、約１５分間薬剤散布 

地域の確認調査飛行を行った後、同乗者を降ろし０５時５４分ごろから水田への薬剤 

散布飛行を開始した。同機の１回目から１３回目までの薬剤散布飛行は順調に行われ、 

０７時４４分ごろ終了した。

機長の口述によれば、

その後、同機は３００リットルの薬剤を補給し０７時４６分ごろ付図に示すよ 

うに１３回目終了地点から高度約１２メートル、速度約４０ノットで西に向けて 

１４回目の薬剤散布飛行を開始した。機長は散布境界線となっている農道上空に 

来ても境界を示す境界標識旗（白）を視認できなかったため、これを確認しよう 

と下方の農道付近に注意を集中していたが、農道を通過した時点で高圧送電線へ 

の接近に気付き、直ちに右上昇旋回して高圧送電線への接触回避を図った。

機長は、風防ガラスを通して下方から順次３本の高圧送電線を回避したことを 

確認しており、３本の高圧送電線を回避できたと判断した瞬間、機体上部でガツ 

ンという異常音を聞いたため、上を見るとメイン・ロータが同高圧送電線の上の 

架空地線を持ち上げるようにこれに接触しているのが見えた。続いて、機体下部 

に衝撃を感ずると同時に回頭を始め、そのまま高圧送電線の手前約６０メートル 

の水田に墜落して横転した。機長は自力で機外へ脱出した。

とのことであった。

機長は、目撃者の通報により駆け付けた救急車で最寄りの病院に収容された。

事故発生時刻は、０７時４８分ごろであった。

２．２　人の死亡、行方不明及び負傷 

機長は軽傷を負った。



２．３　航空機の損壊に関する情報

2.3.1　損壊の程度 

大破

2.3.2　航空機各部の損壊の状況

エンジン　破損

メイン・ロータ・ブレード　破損

メイン・ロータ・マスト　折損

キャビン　破損

テール・ブーム　破損

テール・ロータ・ドライブシャフト　破損

左スキッド　破損

２．４　航空機以外の物件の損壊に関する情報 

架空地線及び水田に被害があった。

２．５　乗組員に関する情報

機長　男性　３７歳

事業用操縦士技能証明書　第７７６７号　昭和５５年４月２８日

限定事項

ベル式４７型　昭和５３年２月１４日

ベル式２０６Ｂ型　昭和５７年３月５日

第一種航空身体検査証明書　第１３２７０３８６号

有効期限　昭和６４年４月２６日

総飛行時間　２，６６４時間５４分

同型式機による飛行時間　１，４８３時間５３分

最近３０日間の飛行時間　４８時間１３分

２．６　航空機に関する情報

2.6.1　航空機

型式　ベル式２０６Ｂ型

製造番号　３６５０

製造年月日　昭和５８年６月１６日



耐空証明書　第大－６２－４２３号

有効期限　昭和６３年１２月２３日

総飛行時間　１，３２２時間４２分

2.6.2　重量及び重心位置

事故当時、同機の重量は２，９０８ポンド、重心位置は１１０．４インチと推算さ 

れ、いずれも許容範囲（最大離陸重量３，２００ポンド、事故当時の重量に対応する 

重心範囲１０６．０インチ～１１２．３インチ）内にあったものと認められる。

2.6.3　燃料及び潤滑油

燃料はＪＥＴ　Ａ－１、潤滑油はＪＥＴ　ＯＩＬ－Ⅱで、いずれも規格品であった。

２．７　気象に関する情報

機長の口述によれば、当時の天気は曇り、風は静穏、視程は良好とのことであった。

なお、事故現場の北西約３０キロメートルに位置する阿久根測候所の事故関連時間 

帯の観測値は、次のとおりであった。

０７時００分 風向 北東、風速 ３．９メートル／秒、気温２３．７度Ｃ

０８時００分 風向 北東、風速 ３．２メートル／秒、気温２５．８度Ｃ

２．８　その他必要な事項

同機が接触した６６，０００ＶＡの高圧送電線の架空地線（送電線が雷の直撃を受け 

ないように送電線の上方に架線した接地線でアルモウェルドより線ＡＷ３．２ミリ７本 

より）は、同機の薬剤散布予定区域西側の境界線から西へ約１５０メートルの水田上空 

にほぼ南北に展張されており、南側高地には４２号鉄塔（４９．５メートル）、水田内に 

は４３号鉄塔（３３．５メートル）が設置され、鉄塔間の距離は３２１メートルであった。

同機が接触した付近の３本の高圧送電線の高さはそれぞれ１９メートル、２２メー 

トル、２４メートル、架空地線の高さは３３メートルであった（付図参照）。



３　事実を認定した理由

３．１　解析

3.1.1　機長は、適法な資格を有し、所定の航空身体検査に合格していた。

3.1.2　ＪＡ９３５４は、有効な耐空証明を有し、かつ、所定の整備及び点検が実施 

されていた。

3.1.3　調査の結果、事故発生まで同機には不具合はなかったものと推定される。

3.1.4　事故当時の気象は、事故原因に関連はなかったものと推定される。

3.1.5　機長は、事故の前日地上から現場調査を行い、当日には０５時３８分から現 

場調査飛行を行って、高圧送電線の位置及び散布区域境界を確認しており、また、 

当時の視程は良好で、周囲の環境からも高圧送電線の視認に妨げとなるような状況 

ではなかったものと推定される。

3.1.6　機長は、事前の現場調査により、散布区域境界付近前方（約１５０メートル） 

の高圧送電線の存在を承知していたが、当時の機長は散布境界線を確認するため下 

方に注意を集中しており、このため高圧送電線への接近に気付くのが遅れたものと 

推定される。

3.1.7　機長は直前に高圧送電線を視認し同線への接触回避のため、右への急上昇旋 

回を行ったが、同機は上昇に移行したところで同送電線上の架空地線に接触し、更 

にメイン・ロータ・ブレードでテール・ブーム及びエンジン・マウントを切断して、右 

に回頭しながら墜落、横転したものと推定される。

４　原因

本事故は、機長が薬剤散布中、散布区域境界を確認するため下方に注意を集中して 

いる間に前方の高圧送電線に接近し、回避操作を行ったが、高圧送電線の架空地線に 

接触したことによるものと推定される。



付
図

推
定
飛
行
経
路
図
等


